
































































T O P I C S
写真１　琉球王国時代の民家
沖縄海洋博公園おきなわ郷土村（国営沖縄記念公園事務所）
41理大 科学フォーラム　2016（7）
和親条約を結ぼうとして艦船を
那覇に派遣したのであった。
アルクメーヌ号のデュ・ブラ
ン艦長は，その要求書への返事
を艦隊が近く受け取りに来る旨
を通告し，また２人の通訳官に
琉球語を修得させるためとして
一方的に残留させて琉球を出港
した。首里王府は，やむなくフ
ランス人宣教師フォルカード神
父と清国人神学生のオウグスチ
ヌス・高の両名を軟禁同様に滞
在させた。往時を偲ぶ古民家
が，沖縄の海洋博公園内に保存
されている（写真１）。彼らは
役人や通弁から密かに琉球語を
習い，日常生活に支障のないほ
どにまで上達したといわれている。
その後フランスは，1846（弘化３）年６
月，セシル提督率いる３隻の艦隊により那覇
に来航し，清仏条約を示して和親・通商・布
教を首里王府に要求したが，首里王府にこれ
を拒否された。また同年７月にはフォルカー
ド神父の交代要員が琉球に来航したが，琉球
でのキリスト教布教の困難さに加えて日本本
土渡航の不可能さを覚え，翌1847（弘化４）
年８月に香港に戻った。ここに３ヵ年に及ぶ
フランス人宣教師の琉球における布教活動
は，中断を余儀なくされたのである。
米仏が日本進出を狙う
1853（嘉永６）年６月，アメリカのマシュ
ー・ペリー提督が率いる艦隊が浦賀に到着し
（写真２），フィルモア大統領の書翰を幕府に
受け取らせた。書翰は，両国の友好と通商関
係の樹立，捕鯨船等の遭難アメリカ船の保
護，および石炭や食料を供給する港湾の提供
を求めた。ペリーは，翌年春に再来日するこ
とを通告し，浦賀を去った。アメリカの国書
を日本が長崎以外の地である浦賀で受け取っ
たことが伝えられると，香港滞在中の各国艦
隊はそれぞれ日本との交渉開始に動き始め
た。
1854（安政元）年３月，アメリカは日本と
日米和親条約を調印した。同年９月，イギリ
スは長崎にロシア艦艇の捜索で来航し，長崎
と箱館への寄港を認めさせた。フランスもイ
ギリスに便乗して同様の許可を求めたが，長
崎奉行はイギリスの代理行為としてのフラン
スへの開港は拒絶した。結局フランスだけが
日本と条約を結ぶことができなかった。
1854年７月，アメリカは首里王府と修好条
約を結んだ。フランスも同様に条約を締結す
るべく，フランス艦船を那覇近辺に送ってい
た。
1855年２月，香港を出港したフランス船リ
ヨン号は，メルメ・カション他２人の宣教師
を乗せて琉球の那覇に来航した。リヨン号の
ボネ艦長は宣教師の入国を求めたが，首里王
府がこれを拒否したため，リヨン号はカショ
ンたちを残して出立した。やむなく首里政府
は３人を聖
しょう
現
げん
寺
じ
に収容した。カションたちは
厳重な見張りの中で琉球語を少しずつ学んで
写真２　ペリー上陸記念碑
神奈川県横須賀市久里浜
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いった。カションは，慣れない環境と気候の
ため健康を害したことから，翌年いったん琉
球を去って香港に戻り，来るべき訪日の機会
に備え静養に努めた。
フランス政府は，1855年10月，海兵隊130
人を琉球に上陸させて，首里王府を武力的に
威嚇し，ようやく琉仏和親条約を結んだ。琉
仏和親条約は前年締結を見た琉米修好条約の
条項とほぼ同様であったが，最恵国条款を加
えたことで，アメリカよりも一歩前進したも
のとなった。
幕府は，当初，武力をもって迫る欧米列国
には，攘夷を決意したが，鎖国だけでは対抗
することができないと考え，ペリーの来航を
契機として現実化した外患に対処する課題の
方が急務となり，開国に踏み切った。
1858（安政５）年９月，フランスも，他の
欧米列国と同様に，日仏修好通商条約を締結
し，翌年から貿易を開始した。
修好通商条約後のフランスの動き
日本は，安政五ヵ国条約の成立により国を
開き，欧米列国と近代的外交関係をもった。
幕府は，キリスト教の布教については公的に
禁じたが，実際には宣教師の入国を黙認して
いた。
他の欧米列国の日本進出に一歩出遅れたフ
ランスは，この後，必死に巻き返しを図るの
であるが，その中心人物が宣教師メルメ・カ
ションであった。
1858年６月，フランス政府は日仏修好通商
条約締結のための全権公使グロ男爵の通訳に
メルメ・カションを任命した。同年９月に条
約は締結され，カションは通訳としての任務
を全うし，品川沖から香港に引き揚げた。
1859（安政６）年８月，カションは，フラ
ンス政府から日本総領事に任命されたデュシ
ェーヌ・ド・ベルクールの通訳として来日し
た。時を同じくして，カトリック日本教区長
のプリュダン＝セラファン・パルテミー・ジ
ラール神父も江戸に赴き，ベルクール総領事
の通訳兼領事館付司祭として滞在した。ジラ
ールは，日本におけるローマ法王代理に任命
されており，自ら神奈川，横浜に赴き，ま
た，宣教師メルメ・カションを箱館に派遣さ
せ，キリスト教の布教とフランス語の普及，
浸透を図ろうとした。
1859年11月，箱館に到着したカションは，
自ら和春と称して日本語を巧みに操り箱館奉
行や役人たちとすぐに親しくなった。彼は，
キリスト教の布教よりも，フランス人に親し
みをもってもらう方が先だと考え，日本人向
けのフランス語塾を設立した。塾生は若い武
士たち，特に箱館奉行所の役人たちであった
ため，箱館の士族の間にフランス語が根付く
こととなった。また，この塾は，後年カショ
ンとともに横浜仏語伝習所で教鞭を取ること
となる塩田三郎らを輩出した。
カションは，続けて箱館に西洋医学の診療
所を造ることを計画し，1860（万延元）年に
仏人医師レオン・デュリーを来日させたが，
ロシアが先に大病院を建設してしまったた
め，計画は挫折し，カションはいたく落胆し
た。幸いデュリーは，その後，長崎の領事館
に領事として任命され，日本で活躍する足掛
かりを得た。
こうしたカションの働きにより，幕臣の中
からフランスを深く理解しようとする者が現
れた。幕臣で箱館奉行所の役人であった栗本
鋤
じょ
雲
うん
である。カションと栗本はやがて親密な
間柄となり，これがのちに幕府とフランスと
が緊密に結びつくきっかけとなった。
ところで，幕府は日本を開国させたもの
の，依然として欧米列国による重圧と攘夷派
の反対行動という外患内憂を抱えて，その勢
力を次第に失いつつあった。そこで幕府は，
権威回復と幕政の立て直しを図る一環とし
て，軍備の速やかな近代化と軍制大改革を図
り，1862（文久２）年に軍事改革を行い，陸
軍を歩兵・騎兵・砲兵の三兵に編成し，将軍
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直轄の予備軍とした。
カションは，1862年から1863
（文久３）年の間に箱館から江戸
に移り，アカデミー・エトランジ
ェールを設立しフランス語を伝習
したとされている。その後カショ
ンはフランスに帰国し，短期間の
滞在を経て再び香港に戻り，日本
で活躍する機会を待つこととなっ
た。
幕府はフランス語が主流
フランス政府は，初代日本総領
事デュシェーヌ・ド・ベルクール公使の後任
として，レオン・ロッシュを任命した。ロッ
シュは来日の際，香港に留まっていた日本語
の堪能なメルメ・カションを公使館付通訳に
採用し，1864（元治元）年４月に横浜に上陸
した。
ロッシュ着任後，まもなく行われた横浜鎖
港談判の席上で，カションは幕府側の談判委
員として出席していた栗本鋤雲と再会を果た
し，旧交を温めた。これ以降カションと栗本
はフランス公使と幕閣のパイプラインとなっ
て両者間の意思の疎通に尽力し，やがて幕府
内に栗本や小栗上野介忠
ただ
順
まさ
（写真３）をはじ
めとする親仏派が生まれた。幕府の親仏派，
栗本と小栗は，幕政を立て直すにはフランス
からの財政的援助および軍事的協力が必要で
あると幕府に進言した。彼らの意見が容れら
れて，幕府はロッシュに幕政改革の意見を求
めた。
幕府は，横浜付近に海軍工廠を建設するこ
とを模索していたが，ロッシュは，大規模な
造船施設を造るに先立ち，まず準備段階とし
て小規模な工場を建設することと，フランス
語を十分理解できる日本人をたくさん作り上
げることを幕府に具申した。幕府はロッシュ
の提言を受け入れ，フランスに軍事的支援を
依頼した。
フランスによる軍事的支援の第１は，フラ
ンス人による本格的な仏語教育機関の創設で
あった。1865（元治２）年３月に幕府の小栗
や栗本が中心となって開校した横浜仏語伝習
所は，横須賀製鉄所建設のために来日するフ
ランス人技師の通訳官の養成と，技術伝習に
携わる者に対してフランス語を教授する教育
機関であり，後には，フランス軍人の通訳を
しつつ練兵の伝習を行い，日本の陸軍を築い
ていく陸軍軍人の特殊養成所の性格を帯びる
ものでもあった。この伝習所は，幕府直属の
教育研修機関であったことから，生徒は当
初，江戸在住の大名・旗本・医者の子弟等，
幕臣のエリート階層から募ったが，他に諸藩
の士分以上の者の入学を認めた。
横浜仏語伝習所の実質上の校長はカション
であり，教授にはカションをはじめとするフ
ランス公使館の書記官等があたったが，ロッ
シュの強い希望により，カションが箱館で教
えた塩田三郎も助教として教授スタッフに参
画した。教授学科は，フランス語，地理，歴
史，数学，幾何学，英語等であった。生徒
は，建設が始まった横須賀製鉄所開設の準備
に召集される他，優秀な伝習生徒にはフラン
スへの留学機会が与えられた。
カションは翌年９月に，フランス政府の命
令により帰国を余儀なくされ，伝習所の生徒
写真３　小栗上野介忠順像
ヴェルニー公園（神奈川県横須賀市汐入町）
44 理大 科学フォーラム　2016（7）
たちや幕府の役人たちに感謝されながら日本
を離れ，再び日本を訪れることはなかった。
カションが支えた横浜仏語伝習所は，後に明
治新政府に接収されて兵部省兵部寮に属し，
幼年学舎と改称され，フランス人はお雇い外
国人として雇用された。この兵学舎は，やが
て陸軍幼年学校に発展を遂げることとなっ
た。
フランス主導の軍需産業の活動
フランスによる軍事的支援の第２は，造船
施設の建設であった。幕府は，1865（慶応
元）年８月に小規模な横浜製鉄所を建造し，
同年11月に横須賀製鉄所の建設に着手した。
首長には海軍技師フランソワ・レオンス・ヴ
ェルニー（写真４）が選ばれ，約130人の技
師，職工，医師，教師が来日した。
横須賀製鉄所は，単なる製鉄所ではなく，
海軍基地のような軍事施設であった。フラン
ス側では海軍工廠という言葉を用いて，幕府
への軍事協力であることを示した。この工事
に動員された各種の専門技術者・医者・職工
を含むフランス人の人数は延べ数百人にも上
り，フランスの技術・文化の移入が進んだ。
軍事的支援の第３は，幕府陸軍の強化であ
った。幕府は1865年10月に，幕
府陸軍の歩兵・砲兵・騎兵の三
兵教練や学科の伝習を全面的に
フランスから受けることを決定
し，1866（慶応２）年に横浜の
太田陣屋に調練場（三兵伝習
所）を開設した。1867（慶応３）
年１月に参謀大尉シャルル・ス
ュルピス・ジュール・シャノア
ーヌを団長とする軍事顧問団が
来日し，大規模な陸軍三兵演習
が実施された。横浜の調練場は
地理的に不便で手狭だったた
め，同年６月から江戸の駒場野
で演習が行われた。
フランスは，幕府の注文に応じて艦船，武
器，軍需品を提供する見返りとして，日本の
生糸に目をつけた。養蚕業の盛んなフランス
やイタリアでは，蚕の病気である微粒子病が
流行して，繭の生産高が激減していた。これ
を補うために輸入された日本生糸と蚕の卵を
産みつけた産卵紙は，品質が良いことからヨ
ーロッパで好評を博していた。生糸貿易はイ
ギリス商人のもとに行われていたが，フラン
スはこれに取って代わる日本生糸と蚕種の直
輸入およびその一手販売をもくろんだのであ
る。
幕府の勘定奉行である小栗は，パリの幕府
代理を銀行家フリュリ・エラールに委嘱し，
エラールの推薦でフランス経済使節クレーが
来日した。1866年９月，ロッシュの肝いりで
小栗とクレーの間で600万ドル借款契約が締
結された。これにより幕府は軍艦・武器・装
備をフランスに発注した。幕末の日仏貿易は
この時期にピークを迎え，1867年から１年間
の生糸輸出はイギリスの57万3,672ポンドに
比べ，フランスは65万2,960ポンドに達し，
ついにイギリスを追い抜くこととなった。
1867年４月，フランスでパリ万国博覧会が
開催された。将軍徳川慶喜は，ロッシュの進
写真４　ヴェルニー像
ヴェルニー公園（神奈川県横須賀市汐入町）
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言を容れて，弟徳川昭武を将軍の名代として
派遣した。その目的は，幕府に日本の実質的
主権が存在することを世界に公示するととも
に，フランスに対して一層の情誼を表そうと
いうものであった。通弁官にはアレキサンド
ル・フォン・シーボルトが採用され，昭武に
随行した。
昭武一行はパリでナポレオン３世に拝謁
し，歓迎を受けたが，万国博覧会場では思わ
ぬ悶着が彼らを待っていた。日本物産展示の
陳列場には，琉球王国の表示がなされ薩摩藩
の特産物が並べられていた。日本国の国名は
全く示されておらず，幕府から送り出した物
産には何の記載もなく，ただ置かれていただ
けであった。幕府は薩摩藩に完全に出し抜か
れたのであった。
裏目に出たパリ万国博参加
徳川昭武ら一行のパリ万国博覧会参加は，
それまで水面下にあった日本の政治機構の問
題点をフランス政府に露呈する結果となり，
幕府権力の国際的評価，信用の失墜という幕
府が最も恐れていた事態を招くこととなっ
た。幕府はフランスから600万ドル借款契約
を反故にされ，大きな痛手をこうむった。
1867年10月14日，将軍徳川慶喜は，大政奉
還の上表を朝廷に提出して，15代260年余り
にわたった江戸幕府の政権を返上した。京都
の新しい政権は，困難な対外問題に遭遇しな
がらも機敏かつ誠実に処理して欧米列国の信
頼を得始めていた。1868（明治元）年３月，
ロッシュは京都に赴き天皇に拝謁した。その
後，フランスと京都政権との間の国交を樹立
させて，国内治安確立の方策を京都政権に建
言した。
しかし，ロッシュは幕府を支援し続けたこ
とでフランス本国の信用を失い，1868年５月
に公使の職を解かれ，失望のうちにフランス
に帰国した。
フランスの幕府に対する軍事的支援施策の
数々は，明治新政府においても引き継がれ，
日本の近代化に向けてさまざまな領域で関与
した。1868年に操業した元幕府直轄の生
いく
野
の
鉱
山には，採掘等の近代化を図るためにフラン
ス人技師24人を招聘した。生野鉱山の採掘に
必要な機材は，横須賀製鉄所が受注した。そ
の横須賀製鉄所は，1871（明治４）年に１号
ドックが完成し，本格的な船の建造，修理が
行われた。また，民営の別
べっ
子
し
鉱山もフランス
人技師により近代化が始まった。軍事的支援
施策以外の分野でも，1872（明治５）年に操
業した富岡製糸場は，横須賀製鉄所建設に携
わったフランス人のオーギュスト・バスティ
アンが設計を担当し，同じくフランス人主任
技師のポール・ブリュナが指導に当たり，生
糸生産に係る器機をフランスから取り寄せて
大きな成果を挙げた。富岡製糸場の通訳とし
て，川島忠之助や森澄善之輔が活躍したが，
川島は横須賀製鉄所の製図工であり，森澄は
横浜仏語伝習所の生徒であった。富岡製糸場
は，横須賀製鉄所や横浜仏語伝習所と深く結
びついて運営がなされたといえよう。
一方，ヨーロッパでは，1870（明治３）年
７月に普仏戦争が勃発し，新興国家であるプ
ロシア王国が勝利し，ヨーロッパにおけるフ
ランス優位が揺らぎ始めたが，同年10月明治
政府は，陸軍のフランス式，海軍のイギリス
式採用を布告した。この決定には，幕末以
来，日本の陸軍がフランス式で行われ，にわ
かに改めにくかったこと，ドイツ語に通じる
者が少なく，教官を招聘しても通訳が得られ
ない状況であったこと，横浜駐屯のフランス
軍撤退の条件として陸軍のフランス式を要求
されていたこと，が背景にあった。そして，
1872年には，フランス陸軍による第２次軍事
顧問団が招聘された。
このように，幕末から明治期にかけて，フ
ランスは日本に，多くの技術・文化をもたら
し，日本の近代化に大いに貢献したのであ
る。
